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町の人　口
（43．9月末現在）

人　口　29，366
男　14，615
女　14，751

世帯数　6，953
前月との比較

人ロ　ー73　世帯－12

11月1日（1968）

雷No．245m
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中学校卒業程度認定試験
この認定試験は、病弱、虚弱、発育不完全その他やかを

えない事由のために、義務教育諸学校に就学することがで
きず、就学を猶予または免除された人などに対し、中学校
卒業程度の学力があるかどうかを認定するために国が行な
う試験で、認定試験に合格した人は、高等学校の入学資格
が与えられます。詳しくは水巻町教育委員会に問合せくだ
さい。　　　　　　　　問合せ先　⑳　0401－3
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第
6
回
定
例
議
会

水
巻
申
用
地
買
収
な
ど

1
7
議
案
を
可
決

昭
和
4
3
年
第
6
回
水
巻
町
議
会
定
例

会
は
、
9
月
ュ
6
日
招
集
さ
れ
会
期
を
9

月
3
0
日
ま
で
の
ュ
5
日
間
と
し
、
昭
和
4
3

年
度
一
般
会
計
・
水
道
会
計
の
補
正
予

算
案
、
堀
川
水
利
組
合
議
会
議
員
の
選

挙
、
頃
末
小
学
校
防
音
鉄
筋
改
築
第
2

期
工
事
の
契
約
、
水
巻
町
学
習
等
供
用

施
設
の
新
築
工
事
の
契
約
、
町
道
の
詑

定
な
ど
、
ュ
7
議
案
を
審
議
し
た
結
果
全

議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。各

委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な
も
の

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

①
水
巻
町
清
掃
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

いて。

定
地
域
と
す
る
も
の
で
す
。

日
炭
社
宅
の
清
掃
に
つ
い
て
の
質
疑

が
お
こ
な
わ
れ
、
事
業
所
と
し
て
の
清

掃
義
務
と
町
の
清
掃
業
務
と
の
関
係
を

審
議
し
ま
し
た
。

清
掃
に
つ
い
て
の
最
終
責
任
は
町
長

に
あ
る
と
の
こ
と
で
、
会
員
一
致
で
原

案
を
可
決
し
ま
し
た
。

㊤
非
常
勤
消
防
団
員
の
退
職
報
償
金
条

例
の
改
正
に
つ
い
て
。

非
常
勤
消
防
団
負
の
退
職
金
が
非
常

に
安
い
の
で
、
全
国
の
退
職
報
償
基
金

に
加
入
し
て
い
る
以
外
に
、
町
単
独
で

退
職
金
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
と

の
質
疑
が
な
さ
れ
、
町
長
か
ら
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
が
、
今
す
ぐ
に
改
正
す

限
り
も
っ
と
増
額
す
る
よ
う
意
見
を
付

し
、
全
員
一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

⑨
昭
和
4
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
。

梅
ノ
木
駐
在
所
の
移
転
改
築
費
補
助

に
つ
い
て
、
全
額
県
費
で
や
る
べ
き
だ

と
の
意
見
と
、
一
時
借
入
金
の
限
度
額

が
多
す
ぎ
る
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
駐
在
所
改
築
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
県
に
陳
情
し
て
設
置
し
て
も
ら
っ
た

経
緯
と
防
犯
強
化
の
た
め
、
3
交
替
勤

務
と
し
て
も
ら
う
よ
う
に
要
求
し
、
建

坪
も
大
き
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
諸
般

の
事
情
で
止
む
を
得
な
い
と
の
こ
と

で
、
賛
成
多
数
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

④
猪
熊
地
区
防
火
水
そ
う
新
設
に
関
す

る
陳
情
書
に
つ
い
て
。

猪
熊
区
か
ら
振
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
全
体
の
計
画
の
中
で
検
討
す
る
た

め
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

民
生
文
教
委
員
会

①
水
準
甲
学
校
用
地
の
取
得
に
つ
い
て

は
、
古
賀
区
の
二
碩
ボ
タ
山
跡
に
産
炭

地
域
振
興
事
業
団
の
造
成
地
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
内
7
万
4
千
5
百
9
5
が

を
日
が
当
り
6
千
8
2
円
で
購
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
付
金
と
⊥
て
、
2
千
7
百
4
6
万
4

千
5
再
2
2
円
を
4
4
年
度
に
支
払
う
こ
と

で
全
員
一
致
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た

0⑧
昭
和
4
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
。

町
営
住
宅
の
畳
の
入
れ
替
え
は
退
去

時
の
み
で
な
く
、
実
情
に
応
じ
て
入
れ

か
え
、
ま
た
、
付
属
建
増
等
は
実
情
に

あ
う
よ
う
に
、
管
理
上
の
規
定
を
改
正

新
教
育
長
に
船
津
深
さ
ん

本
町
は
、
特
別
清
掃
地
域
と
し
て
吉
1
る
意
志
が
な
い
と
の
表
明
が
あ
り
ま
し

田
、
頃
末
、
古
賀
等
の
一
部
分
を
指
定
た
。

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
町
全
域
指
　
委
員
会
と
し
て
は
、
財
政
の
ゆ
る
す

新
監
査
委
員
に
栗
原
さ
ん

故
永
沼
武
雄
監
査
委
且
の
後
任
に
栗
原
友
彦
さ
ん
が
遜
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
栗
原
さ
ん
の
略
歴
）

・
水
巻
・
遠
賀
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役

・
遠
賀
借
用
金
庫
監
事

・
水
巻
町
商
工
会
協
同
組
合
監
事

・
栗
原
さ
ん
は
温
厚
な
人
で
商
工
会
議

所
設
立
に
力
を
そ
そ
が
れ
ま
し
た
。

（教育委員行正さん）（教育長船津さん）

石
橋
豊
蔵
氏
、
江
藤
小
平
氏
は
1
0
月

6
日
付
で
水
巻
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
が
満
了
し
ま
し
た
。

江
藤
小
平
氏
は
再
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

石
橋
豊
蔵
氏
（
教
育
長
）
は
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
長
の
後
任
に
船
津
深
氏
が
ュ
0
月

7
日
付
で
逮
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
と
し
て
、
行
正
辞
氏
が

ュ
0
月
7
日
付
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

水
巻
町
教
育
委
員
会
の
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

委
員
長
　
江
藤
　
小
平
（
猪
　
熊
）

代
行
者
　
宮
崎
都
市
雄
（
中
央
区
）

委
　
員
　
行
正
　
辞
（
机
社
宅
）

委
　
員
　
三
好
福
美
子
（
頃
　
末
）

教
育
長
　
船
津
　
深
（
　
二
　
）

す
べ
き
で
あ
る
等
の
意
見
が
で
ま
し
た

が
、
補
正
予
算
は
原
案
ど
お
り
全
員
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

⑧
生
活
保
護
受
強
に
関
す
る
措
要
求
の

陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
閉
会
中
に
審
議

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

土
木
経
済
要
具
会

①
昭
和
4
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
。

郡
農
業
摸
興
連
絡
協
法
会
の
活
動
内

容
、
自
作
農
協
会
負
担
金
に
つ
い
て
質

疑
し
、
全
員
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

⑨
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

給
配
水
設
備
、
新
設
改
良
費
の
追
加
分

5
0
万
円
に
つ
い
て
審
議
し
、
賛
成
多
数

で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

⑨
町
有
地
と
日
炭
所
有
地
と
の
交
換
に

つ
い
て
。

日
庚
社
有
地
内
に
あ
る
、
国
有
地
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
の
質
疑
に
対

し
、
「
大
正
ュ
1
年
に
無
償
で
町
に
譲
渡

さ
れ
て
い
る
」
と
回
答
。

昭
和
3
6
年
か
ら
調
年
に
か
け
て
町
が

保
存
登
記
を
完
了
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

④
机
、
宮
ノ
下
地
区
か
ら
提
出
さ
れ
た

道
路
舗
装
の
請
願
は
、
町
全
体
の
計
画

の
中
で
順
位
を
決
め
て
や
る
べ
き
で
あ

る
の
で
、
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

③
古
賀
区
、
新
生
街
の
排
水
溝
ふ
た
設

置
に
関
す
る
陳
情
書
に
つ
い
て
は
、
死

亡
事
故
の
危
険
も
あ
る
の
で
、
日
炭
及

び
事
業
団
と
も
交
渉
し
て
、
早
急
に
安

全
対
策
を
こ
う
ず
る
こ
と
に
意
見
が
一

致
し
ま
し
た
。

⑪
公
共
料
金
値
上
げ
反
対
陳
情
書
に
つ

い
て
は
、
今
す
ぐ
に
値
上
げ
を
ず
る
考

え
は
な
い
が
、
今
後
も
で
き
る
だ
け
値

上
げ
を
し
な
い
よ
う
、
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
と
執
行
部
に
要
望
し
ま
し
た
。

①
そ
の
ほ
か
、
曲
川
、
堀
川
の
改
修
計

画
に
つ
い
て
、
早
急
に
県
及
び
九
州
地

方
建
設
局
に
水
巻
町
の
要
望
事
項
を
取

上
げ
さ
せ
る
た
め
、
陳
情
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

町
長
及
び
議
長
が
県
の
鉱
害
課
、
及

び
建
設
省
に
強
力
に
陳
情
を
お
こ
な
っ

て
き
ま
し
た
。

水
巻
町
に
水
害
の
な
い
よ
う
な
改
修

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、
最
大
乱
か
①
建
設
場
所
水
巻
町
伊
佐
座
西
鉄

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
中
間
線
「
二
塚
」
徒
歩
3
分
・
福
岡

産
炭
地
振
興
特
別
委
員
会
　
門
司
線
「
立
屋
敷
」
7
分
、
国
鉄

①
猪
熊
に
工
場
団
地
を
誘
置
す
る
た
　
「
水
巻
駅
」
7
分

め
、
産
炭
地
振
興
事
業
団
に
交
渉
を
し
㈲
募
集
戸
数
木
造
瓦
茸
平
家
1
戸
廼

て
い
ま
す
。

事
業
団
か
ら
現
地
禍
査
に
も
き
ま
し

た
し
、
資
料
の
繰
出
を
し
て
い
ま
す
。

2
カ
月
後
に
は
あ
る
程
度
の
見
透
し
が

つ
く
と
恩
わ
れ
ま
す
。

若
松
～
福
岡
間
海
岸
道
路
が
い
つ
で

き
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

河
口
湖
は
建
投
省
に
移
っ
て
珂
査
中

で
あ
る
が
、
県
に
禍
査
内
容
を
知
ら
せ

る
よ
う
要
求
し
て
い
ま
す
。

①
吉
田
地
区
住
宅
改
良
事
業
に
つ
い
て

は
、
4
3
年
度
分
－
儀
定
申
請
し
て
い
ま

す
。
　
　
、

用
地
買
収
は
、
4
6
年
建
設
計
画
地
城

ま
で
買
収
で
き
る
見
透
し
で
す
。

都
市
合
併
研
究
特
別
委
員
会

広
域
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
当
面

郡
内
の
教
育
委
員
会
を
統
合
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
調
査
、
資
料
の
作
成
を

急
ぐ
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

本
年
は
1
千
9
百
4
8
年
ュ
2
月
1
0
日
、

国
腹
連
合
が
世
界
人
権
宣
言
を
採
択
し

て
、
2
0
周
年
を
記
念
す
る
国
際
人
権
の

年
で
あ
り
ま
す
。

国
際
連
合
は
各
加
盟
国
に
対
し
、
国

際
人
権
の
年
の
猪
行
革
を
行
な
う
こ
と

を
要
請
し
、
加
盟
国
は
こ
の
要
請
に
対

し
、
多
彩
な
行
革
右
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
1
2
月
1
0
日

に
、
東
京
比
日
谷
公
会
堂
で
政
府
主
催

に
よ
る
記
念
祝
典
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
日
は
皇
太
子
殿
下
も
御
出
席
さ

れ
る
予
定
で
す
。

全
国
人
権
よ
う
護
委
員
大
会
も
開
催

す
る
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集
、
弁
論

大
会
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
学
童
の
た
め
に
道
路
横
断
旗
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

世
界
人
権
宣
言
と
は
、
平
和
で
秩
序

あ
る
自
由
な
世
界
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と

す
る
人
間
の
意
志
を
ど
の
よ
う
に
し
て

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
2
条
　
あ
な
た
の
権
利
は
、
あ
な
た

の
宮
や
家
か
ら
や
、
宗
教
、
男
女
の

別
、
ひ
ふ
の
色
の
ち
が
い
、
政
治
上
の

情
念
と
は
何
の
関
係
も
な
い
の
で
す
。

第
3
粂
　
あ
な
た
に
は
生
き
る
権
利
、

生
き
な
が
ら
え
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

は
な
り
ま
せ
ん
。

第
7
粂
　
あ
な
た
は
怯
律
の
日
で
み
れ

ば
あ
ら
ゆ
る
人
と
同
じ
権
利
を
持
っ
て

い
ま
す
吟
、

第
8
条
　
椎
か
が
あ
な
た
の
権
利
を
奪

い
と
っ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
は
そ
れ
を

と
り
戻
す
た
め
に
怯
延
に
で
て
掃
求
す

人
権
に
貧
富
を
問
わ
ぬ
法
の
保
護

「

国

際

人

樺

の

年

に

あ

た

り

実
現
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
権
宣
言
の
条
項
は
次
の
と
お
り
で

さ
れ
、
各
地
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
方
す
。

法
務
局
、
人
権
よ
う
護
委
員
連
合
会
又

は
、
同
地
区
協
議
会
で
種
々
の
行
事
が

行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
九
州
協
議
会
も
、
国
際
人
権
に
関

第
1
条
　
こ
の
世
界
で
は
す
べ
て
の
人

々
は
1
つ
の
家
の
な
か
の
兄
弟
姉
妹
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
あ
な
た

は
他
人
に
対
し
て
、
や
さ
し
た
．
．
親
切

第
4
粂
　
誰
も
あ
な
た
を
奴
隷
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

第
5
条
　
あ
な
た
は
恥
ず
べ
き
方
法
で

傷
つ
け
ら
れ
た
り
罰
せ
ら
れ
た
り
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
6
粂
　
あ
な
た
の
人
と
し
て
の
権
利

は
ど
こ
え
行
っ
て
も
尊
重
さ
れ
な
く
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
9
条
　
あ
な
た
は
法
律
に
そ
む
い
た

こ
と
を
し
な
い
限
り
、
捕
え
ら
れ
た

り
、
ろ
う
獄
に
入
れ
ら
れ
た
り
、
あ
な

た
の
町
や
国
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

第
ュ
0
条
　
あ
な
た
は
法
律
に
そ
む
い
た

こ
と
を
し
た
と
い
う
と
が
め
を
受
け
た

な
ら
、
公
正
な
法
廷
で
公
正
な
公
開
の

裁
判
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
1
1
粂
　
あ
な
た
は
実
際
に
ま
ち
が
っ

て
い
る
こ
と
が
分
る
ま
で
は
有
罪
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
が
そ
れ
を
し
た
時
に
、
法

律
に
そ
む
い
て
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
罪

せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
が
そ
の
行
為
を
し
た
と
き
に
、
・

法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の

よ
り
も
、
重
い
刑
罪
を
与
え
ら
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
⊥
2
粂
　
ど
ん
な
人
で
も
、
法
律
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
た
十
分
な
理
由
な
し

に
、
あ
な
た
の
郵
便
物
を
開
封
し
た

り
、
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

ま
た
、
あ
な
た
の
許
し
を
受
け
ず
に
あ

な
た
の
家
へ
は
い
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

第
1
3
粂
　
あ
な
た
は
自
分
の
国
の
中
を

自
由
に
旅
行
し
た
り
、
自
分
の
国
を
立

ち
去
っ
た
り
、
ま
た
帰
っ
て
き
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
ュ
4
条
　
あ
な
た
が
自
分
の
国
に
い
て

身
の
安
全
を
感
じ
ら
れ
な
い
か
、
悪
い

と
り
扱
い
を
受
け
る
か
し
た
ら
、
別
の

国
へ
行
っ
て
生
活
が
で
き
ま
す
。
あ
な

た
が
何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
け
れ

ば
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

（
以
下
次
号
に
続
く
）

水
巻
町
人
権
よ
う
護
委
員

み
ど
り
と
広
場
の

み
ず
ほ
団
地

分
譲
希
望
者
募
集

勤
労
者
の
た
め
の
住
み
よ
い
町
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
伊
佐
座
地
区
に
み

ず
ほ
団
地
を
建
設
中
で
す
が
、
第
1
期

分
の
分
譲
住
宅
が
完
成
し
ま
し
た
。

次
の
要
領
で
購
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

室
戸

⑧
受
付
期
間
　
昭
和
4
3
年
ュ
1
月
1
1
日
～

n
月
ュ
5
日
（
5
日
間
）
午
前
ュ
0
時
～

午
後
4
時
ま
で
。

④
受
付
場
所
水
巻
町
役
場
管
財
課
住

宅
係

⑧
抽
選
日
時
及
び
場
所
　
昭
和
4
3
年
1
1

月
1
8
日
、
年
後
1
時
～
5
時
、
水
巻

町
民
会
館

㊥
譲
渡
予
定
価
額

・
敷
地
面
穣
　
2
百
4
2
が
～
2
百
3
6
が

・
建
物
面
積
　
5
3
が

・
譲
渡
予
定
価
格
　
2
百
2
1
万
7
千
円

～
2
百
1
9
万
5
千
円

・
公
庫
融
資
金
　
9
4
万
円

・
自
己
資
金
一
時
金
払
、
1
百
7
万

7
千
円
～
1
百
5
万
5
千
円

公
社
分
割
金
　
2
0
万
円

・
公
庫
償
還
金
　
初
回
8
千
7
百
8
円

最
終
回
4
千
4
百
5
3
円

・
申
込
者
最
低
月
収
　
5
万
3
千
円

（
注
）
川
町
上
水
導
汲
取
便
櫓
付

回
公
庫
借
入
金
返
済
方
法
、
入

居
後
ュ
8
年
以
内

公
社
分
割
金
返
済
方
法
、
入

居
後
5
年
以
内

・
入
居
予
定
　
昭
和
4
3
年
ュ
2
月
上
旬

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
申
込
番
（
1
部
5
0

円
）
は
、
水
巻
町
役
場
管
財
課
、
楯

岡
県
住
宅
供
給
公
社
分
譲
課
に
あ
り

ま
す
。

問
合
せ
先
水
巻
町
役
場
管
財
課

⑳

0

6

3

ュ

早
期
発
見
に
健
康
診
断
（
無
料
）

成
人
病
・
老
人
病

あ
な
た
の
体
は
赤
信
号
で
は
あ
り
ま
　
按
当
地
区
　
高
尾
区
、
二
社
区
、
古

せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賀
区
、
梅
ノ
木
区
、
高
校
区
、
三
ツ

体
の
異
状
は
な
か
な
か
発
見
し
に
く
　
頭
区
、
高
住
鉱
産

い
も
の
で
す
。
自
分
で
は
健
康
だ
と
恩
第
2
回
目

っ
て
い
て
も
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
手
遅
れ
と
い
う
例
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
毎

年
1
回
無
料
で
健
康
診
断
を
お
こ
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
も
次
の
要
領
で
行

な
い
ま
す
。

①
該
当
者

成
人
病
検
診
　
満
4
0
才
～
満
6
4
才
ま

で
の
方

老
人
健
康
診
断
　
満
6
5
才
以
上
の
方

⑧
診
断
内
容
　
門
診
、
検
尿
、
血
圧
検

査
、
そ
の
他

珍
断
の
結
果
悪
い
方
は
、
後
日
精
密

換
査
（
無
料
）
も
行
な
い
ま
す
。

⑨
検
査
日
程

北
九
州
人
権
よ
う
護
委
員
協
議
金
策
l
回
目

常
任
委
員室

井
貢
蔵
氏
寄
稿
（
机
）

期
日
　
1
0
月
3
0
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
ま
で

場
所
　
遠
賀
保
健
所

期

日

　

1

1

月

6

日

　

9

時

3

0

分

～

ュ

1

時
ま
で

場
所
　
遠
賀
保
健
所

該
当
地
区
頃
未
、
机
、
古
賀
、
新

生
街
、
樋
口
、
猪
輿
猪
熊
町
住

第
3
回
目

期

日

　

1

1

月

ュ

3

日

　

9

時

3

0

分

～

1

1

時
ま
で

場
所
、
遠
賀
保
健
所

按
当
地
区
　
吉
田
P
二
、
三
、
宮

田
区
、
一
社
区
、
鯉
口
区
、
中
央
区

第

4

回

目

期
日
　
1
1
月
2
0
日
　
9
時
3
0
分
～
ュ
1

時
ま
で

場
所
　
遠
賀
保
健
所

該
当
地
区
　
立
屋
敷
、
伊
佐
座
、
二

二
町
住
、
下
二
、
下
二
町
住
、
林
住

宅
、
入
江
興
産

事
情
に
よ
り
該
当
日
に
受
診
出
来
な

い
方
は
、
4
回
の
内
い
ず
れ
か
で
受
け

て
下
さ
い
。

」　ご
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国

民

年

金

訓
練
の
づ
み
あ
げ
で
初
入
賞

消
防
ポ
ン
プ
換
法
県
大
会

‖
息
で
し
た
。

本
町
の
得
点
は
2
百
点
満
点
で
1
百
8
9

・
8
点
で
し
た
。

警
三
ツ
帝
国
づ
く
り
に
役
立
つ

あ
な
た
は
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
・

ま
す
か
。

加
入
し
て
い
て
も
保
険
料
を
納
め
ず
、

そ
の
ま
患
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
、
こ

の
よ
う
な
人
は
将
来
老
令
年
金
が
も
ら

え
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
掛
け
忘
れ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
受
給
資
櫓
は
加
入
者
が

3
年
間
継
続
し
て
保
険
料
を
掛
け
て
お

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
Ａ
市
の
例
で
す
が
、
2
9

才
に
な
る
奥
さ
ん
が
窓
口
に
こ
ら
れ
、

主
人
が
先
月
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た

の
で
、
母
子
年
金
を
も
ら
い
た
い
と
相

談
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。

調
べ
て
み
ま
す
と
奥
さ
ん
は
、
昭
和
3
6

年
に
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
、
昭
和
3
7

年
9
月
ま
で
保
険
料
を
納
め
て
い
ま
し

た
が
、
後
が
未
納
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

母
子
年
金
を
受
け
る
資
格
が
な
い
こ
と

を
鋭
明
し
ま
し
た
。

奥
さ
ん
は
今
か
ら
未
納
の
保
険
料
を
納

め
る
が
、
そ
れ
で
も
駄
目
で
し
ょ
う
か

と
泣
き
つ
か
れ
ま
し
た
。

未
納
の
保
険
料
は
過
去
2
年
ま
で
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
そ
れ
以
上
は
駄
目
だ
と
税
明
し
ま

し
た
。老

令
年
金
の
こ
と
を
話
し
ま
す
と
、

今
後
は
保
険
料
を
必
ず
納
め
る
と
い
う

こ
と
で
帰
ら
れ
ま
し
た
．
。

本
町
で
も
Ａ
市
と
正
反
対
の
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
人
は
吉
田
の
三
の
Ｙ
さ
ん
と
」

樋
口
の
Ｓ
さ
ん
で
す
。
二
人
と
も
昭
和

3
6
年
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
。

Ｙ
さ
ん
は
毎
月
保
険
料
を
納
め
て
い
ま

し
た
。

Ｓ
さ
ん
は
生
活
が
苦
る
し
い
た
め
、
保

険
料
の
免
除
の
手
続
を
し
て
い
ま
し

た
。Ｙ

さ
ん
と
、
Ｓ
さ
ん
は
と
も
に
ど
主

人
が
亡
く
な
ら
れ
、
母
子
年
金
の
手
蹄

を
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
と
も
、
自
分
の
義
務
を
は
た
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
年
間
6
万
4
千

8
百
円
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。自

分
の
権
利
を
主
張
す
る
に
は
、
義

務
を
は
た
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
掛
け
忘
れ
が
な
い
か
も
う
一

度
た
し
か
め
て
下
さ
い
。

福
岡
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
県
大
会
地
区
代
表
の
精
鋭
2
8
チ
ー
ム
が
参
加
し

は
、
9
月
2
2
日
、
福
岡
市
東
公
園
で
各
て
、
小
雨
の
中
で
按
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
チ
ー
ム
と
の
点
差
は
は
わ
ず
か

遠
賀
郡
を

代
表
し
て
、

本
町
の
消
防

珠
算
競
技
大
会

玉
を
い
れ
る
指
先
も
軽
く

（初入賞の水巻町消防団）

団
が
出
場
し
　
第
1
0
回
水
巻
町
青
少
年
珠
算
競
技
大

ま
し
た
。
　
金
は
、
1
0
月
2
7
日
、
2
百
3
4
名
の
小
甲

強
化
合
宿
学
生
が
参
加
し
、
町
民
会
撃
行
な
わ

な
ど
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成

果
を
十
分
に

発
揮
し
、
第

6
位
に
入

賞
し
ま
し

た
。

入
賞
は
町
消

防
団
発
足
以

来
の
こ
と
で

す
。

れ
ま
し
た
。
玉
を
い
れ
る
指
先
も
か
る

く
、
日
ご
ろ
の
自
慢
の
腕
を
兢
い
あ
い

ま
し
た
。

成
棟
は
次
の
と
お
り
で
す
。

個
人
総
合
　
小
学
生
の
部

4
年
　
1
位
　
白
上
和
束
　
吉
田
二

5

年

3　2　1　3　2

4立位位位位

河
島
裕
月
　
三
ツ
頭

谷
間
福
恵
　
梅
ノ
木

材
木
五
子
　
古
賀
区

吉
川
悦
子
　
梅
ノ
木

岩
井
ゆ
ず
る
　
机
社

宅

6
年
　
1
位
　
長
野
昭
利
　
机
社
宅

2
位
　
松
田
美
智
子
梅
ノ

木

1
位
　
大
林
潤
子
吉
田
ニ

2
位
　
田
中
美
津
子
　
梅
ノ

木

3
位
　
原
口
洋
子
　
古
賀
区

団
体
総
合
小
学
校
の
部

1
年
　
1
位
梅
ノ
木
区
Ａ
・
2
位

下
二
町
住
Ａ
・
3
位
　
三
ツ

頭
区
Ａ

5
年
　
1
位
　
三
ツ
頭
区
Ａ
・
青
田

区
Ａ
・
3
位
古
賀
区
Ａ

6
年
　
1
位
　
三
ツ
頭
区
Ａ
・
2
位

下
二
町
住
Ａ
・
3
位
　
吉
田

二
Ａ

中
学
生
の
部

1
位
梅
ノ
木
区
Ａ
・
2
位

三
ツ
頭
区
Ｂ
・
3
位
　
吉
田

区

卓
球
一
般
で
優
勝
〔
三
回
目
〕

．
県
民
体
育
大
会

転
出
入
な
ど
の

届
出
に
い
る
も
の
は

役
場
で
届
出
を
す
る
時
は
次
の
も
の

が
い
り
ま
す
。

・
転
入
届
　
転
出
証
明
書
、
印
鑑
、
年

金
証
書
、
国
民
健
康
保
険

征
、
配
給
通
帳
、
世
帯
番

号
、
住
所
の
番
地
。

・
転
出
届
　
配
給
通
帳
、
、
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
バ
イ
ク
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
。

・
転
居
届
　
配
給
通
帳
、
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
新
世
帯
番

号
、
新
住
所
の
番
地
。

・
世
帯
主
の
変
更
届
　
配
給
通
帳
、
印

鑑
、
国
民
健
康
保
険
証
。

・
婚
姻
届
　
結
婚
す
る
当
事
者
の
戸
籍

抄
本
及
び
印
鑑
。

・
出
生
届
　
印
鑑
、
母
子
手
帳
、
配
給

通
帳
、
国
民
健
康
保
険
証

（
生
れ
た
所
の
役
場
に
ュ
4

日
以
内
）

・
死
亡
届
　
印
鑑
、
配
給
通
帳
、
国
民

健
康
保
険
征
。

（
死
亡
し
た
所
の
役
場
に

届
出
を
す
る
）

・
死
産
届
　
印
鑑
。
（
死
産
し
た
所
の

役
場
に
届
出
を
す
る
）

転
入
、
転
出
、
転
居
の
届
出
は
、
住

民
基
本
台
帳
法
で
1
4
日
以
内
と
き
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
届
出
が
あ
る
場

合
も
遠
く
し
て
下
さ
い
。

第
1
1
回
県
民
体
育
大
会
が
、
9
月
2
2

日
（
日
）
平
和
台
球
場
を
中
心
に
し
て

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

遠
賀
郡
を
代
表
し
て
、
町
よ
り
多
数

の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

卓
球
一
般
の
部
が
優
勝
す
る
な
ど
、
他

の
強
豪
チ
ー
ム
を
相
手
に
、
水
巻
町
の

選
手
は
お
お
い
に
実
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。

（
優
勝
の
水
巻
チ
ー
ム
〕

展
示
会
案
内

水
巻
町
公
民
館
で
は
、
⊥
1
月
3
日
の

文
化
の
日
を
中
心
に
し
て
、
郷
土
文
化

の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
次
の
と
お
り

醇
行
事
を
行
な
い
ま
す
。

展
示
会

▽
書
道
展
　
ュ
1
月
2
日
～
7
日
ま
で

▽
生
花
展
　
1
1
月
2
日
～
4
日
ま
で

▽
理
科
工
作
展
　
1
1
月
4
日
～
8
日

▽
水
石
展
　
ｎ
月
4
日
～
8
日
ま
で

▽
菊
花
盆
栽
展
　
1
1
月
5
日
～
8
日

会
場
は
い
ず
れ
も
町
民
会
館
。

生
花
・
水
石
・
菊
花
・
盆
栽
展
は
町

内
同
好
グ
ル
ー
プ
に
出
品
を
し
て
も

ら
い
ま
す
。

遠
賀
郡
は
団
体
で
次
の
よ
う
な
成
棟

を
あ
げ
ま
し
た
。

陸
上
　
青
年
の
部
　
3
位

バ
ス
ケ
づ
ト
ボ
ー
ル
教
員
3
位

軟
式
魔
球
　
壮
年
　
1
位

卓
球
一
般
　
　
1
位

相
撲
　
青
年
　
　
2
位

卓
球
の
対
戦
成
練
は
次
の
と
お
り
で

す
。

第
1
戦
　
遠
賀
郡
　
不
戦
勝

第
2
戦
　
遠
賀
郡
3
1
飯
塚
市
1

第
3
戦
　
遠
賀
郡
3
1
糸
島
郡
0

第
4
戦
　
遠
賀
郡
3
－
門
川
市
0

優
勝
戦
　
遠
賀
郡
3
－
豊
前
市
2
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下
二
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
菊
を
愛
好
り
、
あ
た
り
一
面
を
芳
し
い
香
り

す
る
人
達
が
集
ま
り
、
菊
づ
く
り
に
で
、
う
ず
め
て
お
り
ま
し
た
。

精
を
だ
さ
れ
、
そ
の
菊
の
展
示
会
が
　
ュ
1
月
の
中
旬
ま
で
、
下
二
地
区
の

1
0
月
2
9
日
に
下
二
公
民
館
で
行
な
わ
吉
田
道
夫
さ
ん
宅
に
展
示
し
て
あ
り

芳
し
　
い

菊
の
展
示
会

下二老人クラブ

れ
ま
し
た
。

た
ん
精
こ
め
て
つ
く
り
あ
げ
た
だ
け

あ
っ
て
、
み
ご
と
な
菊
が
咲
き
は
こ

・
ま
す
。
菊
を
愛
好
す
る
人
は
、
お
気
一
一

経
る
に
見
に
き
て
下
さ
い
と
、
青
田
品

さ
ん
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

空
気
に
ふ
れ
る
と
食
用
油
は
変
質

油
は
熱
を
加
え
た
り
、
空
気
に
さ
ら

し
ま
す
と
性
質
が
変
化
し
酸
化
し
ま

す
。
油
が
酸
化
し
ま
す
と
中
に
有
考
物

が
で
き
て
、
体
に
悪
影
響
を
与
え
ま

す
。

こ
う
い
う
油
を
長
く
使
っ
て
い
ま
す

宅
肝
臓
が
ば
れ
た
り
、
病
気
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

古
い
池
の
中
に
新
し
い
油
を
入
れ
る

の
は
、
新
し
い
油
ま
で
酸
化
さ
せ
る
こ

と
に
な
り
、
一
番
損
な
使
い
方
で
す
。

池
が
ね
ば
っ
こ
く
な
っ
て
赤
福
色
に
変

色
し
た
も
の
は
、
古
い
抽
で
す
か
ら
い

さ
ざ
よ
く
捨
て
ま
し
ょ
う
。

ま
た
油
は
熱
い
う
ち
に
こ
し
て
、
ビ

ー
ル
ぴ
ん
の
よ
う
に
口
の
狭
い
も
の
に

入
れ
て
、
き
ち
ん
と
ふ
た
を
し
て
、
直

射
日
光
の
当
た
ら
な
い
所
に
保
存
し
て

下
さ
い
。

郵
便
貯
金

郵
便
貯
金
は
、
国
民
生
活
に
繚
び
つ

い
た
貯
蓄
手
段
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
財
政
の
投
融
資
資
金
と

し
て
重
賞
な
役
割
を
は
た
し
て
お
り
ま

す
。

た
と
え
ば
、
住
宅
、
道
路
、
学
校
の
新

改
築
等
の
建
設
資
金
等
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。今

年
も
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
が
1
0
月

1
日
か
ら
相
月
3
1
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。ニ

ニ

ニ

ニ

〇

　

二

く
ら
し
の
メ
モ

・
セ
ー
タ
ー
に
お
な
じ
み
に
な
る
の

が
こ
れ
か
ら
で
す
。
長
も
ち
さ
せ
る
た

め
に
、
ぬ
い
だ
上
き
、
ち
ょ
っ
と
手
入

れ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ぬ
い
だ
ら
軽
く

ホ
コ
日
暮
た
た
き
出
し
、
ひ
じ
が
の
び

て
い
た
ら
キ
リ
を
吹
き
か
け
て
形
を
と

と
の
え
、
か
げ
ば
Ｌ
に
し
ま
し
ょ
う
。

寝
る
前
に
は
き
ち
ん
と
た
た
み
、
ソ
デ

の
部
分
だ
け
ふ
と
ん
の
下
に
し
て
お
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。
と
き
ど
き
そ
で
ロ

や
エ
リ
を
ベ
ン
ジ
ン
で
ふ
く
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
。

セ
ー
タ
ー
を
手
入
れ
し
て
美
し
く
装

い
ま
し
ょ
う
。

・
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、
す
き
ま
風

の
季
節
に
な
っ
て
い
た
…
…
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
農
家
の
便
所
、
お
ふ
ろ
ば
、
す

き
ま
風
が
多
い
も
の
。

い
ま
の
う
ち
に
、
め
ぼ
り
な
ど
し
て
、

か
ぜ
ひ
き
や
、
冷
え
症
を
追
放
し
て
く

だ
さ
い
。

つ
つ
し
ん
で
お
く
や
み

申
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か

え
、
多
額
の
舎
署
社
会
福
祉
協
議

会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
鉄
次
郎
様
　
井
上
元
触
様
　
吉
田

一
散
恒
男
様
　
楠
田
バ
ツ
ヨ
様

吉
田
三
　
故
ス
エ
ノ
棟
　
藤
崎
博
幸

様
　
下
二
町

住
故
フ
ジ
棟
　
行
正
正
人
様
　
二

「
た
ば
こ
」
は
町
内
で
買
っ
て
下
さ
い

「
た
ば
こ
」
か
ら
の
税
金
は
町
の
財
政
を

支
え
て
い
ま
す
。

「
た
ば
こ
」
を
買
う
と
き
は
町
内
で
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土
の
中
か
ら
イ
モ
が

園
児
の
イ
モ
は
り

わ
あ
ー
大
き
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ダ
ー

ち
が
う
よ
、
と
い
い
争
う
子
。
・

側
に
い
た
お
母
さ
ん
連
も
こ
れ
に
は
思

わ
ず
に
が
笑
い
。

こ
れ
は
サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
よ
と
、
先

生
の
税
明
で
う
な
ず
く
子
。

第
2
保
育
園
の
園
児
が
、
指
折
り
数
え

て
待
っ
た
楽
の
し
い
イ
モ
は
り
が
ュ
0
月

ュ
5
日
に
下
二
で
あ
り
ま
し
た
。

畑
に
植
え
て
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
見

た
こ
と
の
な
い
園
児
が
多
い
た
め
に
、

園
児
の
お
母
さ
ん
達
が
下
二
の
豊
沢
さ

ん
の
畑
を
借
り
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
首

を
植
え
た
も
の
で
す
。

夏
の
炎
天
の
中
で
、
忙
が
し
い
あ
い

間
に
畑
の
革
取
等
手
人
を
さ
れ
、
そ
の

努
力
の
か
い
あ
っ
て
大
き
な
サ
ツ
マ
イ

モ
が
ど
ろ
ど
ろ
。

そ
れ
を
お
っ
て
園
児
達
の
は
じ
け
る
よ

う
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。

お
母
さ
ん
達
も
イ
モ
を
掘
る
手
を
や
す

め
て
患
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。

園
児
連
に
と
っ
て
は
楽
の
し
い
一
日
で

し
た
。

家
庭
で
プ
ド
ー
酒
を

つ
く
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん

く
ず
フ
ド
ー
等
で
ブ
ド
ー
酒
を
つ
く

る
こ
と
は
、
酒
の
密
造
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
産
で
自
家
用
と
し
て
、

つ
く
っ
て
も
よ
い
酒
は
、
梅
、
み
か
ん

（
温
州
み
か
ん
、
紀
州
み
か
ん
、
夏
み

か
ん
に
限
り
ま
す
）
、
す
も
も
、
か
り

ん
、
い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、
く
こ
、
し

そ
、
く
わ
、
ま
た
た
び
、
さ
る
な
し
、

と
ち
、
ぐ
み
の
哲
冒
の
果
物
で
す
。

こ
の
果
物
に
し
ょ
う
ち
ゅ
う
（
ア
ル
コ

ー
ル
分
が
2

0
度
以
上
の
正
規
の
酒
類
を

同
時
に
必
ず
使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
）
と
砂
糖
を
ま
ぜ
て
つ
く
る
お
酒

で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る
お
酒
も
果

物
、
砂
糖
を
ま
ぜ
職
酵
し
て
ア
ル
コ
ー

ル
分
か
で
た
あ
と
に
、
し
よ
う
ち
ゅ
う

等
を
ま
ぜ
た
り
又
販
売
す
る
こ
と
は
、

酒
税
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

税
務
署
だ
よ
り

若
松
税
務
署
は
税
に
つ
い
て
の
相
隣

ご
と
を
、
次
の
と
お
り
お
こ
な
い
ま

す
。
な
お
、
今
月
は
所
得
税
の
納
期
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ュ
1
月
1
．
日
～
ュ
0
日
・
納
税
者
の
声
を

聞
く
旬
間
。

1
1
月
5
日
、
1
5
日
、
2
5
日
、
税
の
相

談
日
。

ュ
1
月
1

5
日
、
予
定
納
税
の
減
額
申
請

期
限

ュ
1
月
3
0
日
、
所
得
税
第
2
期
分
の
納

期
限
。

忘
れ
物

9
月
6
日
町
民
会
館
で
あ
り
ま
し
た

献
血
の
さ
い
、
男
物
の
コ
ウ
モ
リ
が
さ

を
忘
れ
ら
れ
た
方
は
係
ま
で
連
絡
下
さ

い
。
連
絡
先
役
場
厚
生
裸

＼


